
告

示

第
二
号
イ
の
表
株
式
会
社
三
峰
及
び
浜
松
鉄
工
株
式
会
社
の
項
を
削
る
。

第
二
号
ロ
の
表
マ
ル
ワ
商
店
の
項
中
「
マ
ル
ワ
商
店
」
を
「
株
式
会
社
マ
ル
ワ
」
に
、「
大
阪
府
大
阪
市
西
成
区
長
橋

三
e

二
e

十
九
」
を
「
大
阪
府
大
阪
市
西
成
区
長
橋
三
丁
目
二
番
十
九
号
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
栄
鋼
管
株
式
会
社

埼
玉
県
川
口
市
大
字
安
行
原
字
根
谷
八
百
十
四
番

機
械
加
工

株
式
会
社
三
峰

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
都
二
十
五
番
四
十
六

機
械
加
工

株
式
会
社
興
信
建
設

東
京
都
杉
並
区
成
田
西
三
丁
目
二
番
四
号

型
枠
施
工

株
式
会
社
山
口
建
興

東
京
都
小
平
市
小
川
町
一
丁
目
四
百
六
十
二
番
地

の
三

型
枠
施
工

株
式
会
社
堀
川
製
作
所

富
山
県
南
砺
市
北
野
二
千
百
二
十
八
番
地

金
属
プ
レ
ス
加
工

浜
松
鉄
工
株
式
会
社

静
岡
県
磐
田
市
下
本
郷
七
百
一
番
地

機
械
加
工

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
Ｇ
Ｆ
グ
ロ
ー
イ
ン
グ

福
島
県
西
白
河
郡
矢
吹
町
東
堤
八
十
六
番
地

畜
産
農
業

第
二
号
の
表
テ
イ
ク
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

サ
ク
ラ

岐
阜
県
岐
阜
市
茜
部
新
所
一
e

二
百
四
十
一

婦
人
子
供
服
製
造

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
辻
有
限
会
社

岐
阜
県
本
巣
郡
北
方
町
芝
原
西
町
三
丁
目
七
番
地

婦
人
子
供
服
製
造

平成™›年˜月™œ日 水曜日 第œ�™›号官 報
〇
総
務
省
告
示
第
十
五
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

一

名

称

平
成
二
十
三
年
度
日
米
豪
共

同
訓
練
（
グ
ア
ム
）
実
施
部

隊

二

国
外
派
遣
期
間

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
六

日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月

五
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

三
百
三
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
グ
ア
ム

〇
総
務
省
告
示
第
十
六
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

一

名

称

ハ
イ
チ
派
遣
国
際
救
援
隊

二

国
外
派
遣
期
間

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一

日
か
ら
平
成
二
十
五
年
一
月

三
十
一
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

三
百
二
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

ハ
イ
チ
共
和
国

〇
総
務
省
告
示
第
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
百
九
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
関
西
広
域

連
合
の
規
約
の
変
更
を
許
可
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

一

許
可
年
月
日

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日

二

施
行
年
月
日

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

三

変
更
内
容

^

第
四
条
第
二
項
中
「
、
第
四
号
」
を
削
り
、「
鳥
取

県
」
を
「
、
鳥
取
県
」に
改
め
、「
、
同
項
第
一
号（
同

項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
計
画
に
係
る
部

分
に
限
る
。）及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
事
務
に
あ
っ
て

は
徳
島
県
に
係
る
も
の
を
」
を
削
る
。

_

別
表
総
務
費
の
部
第
四
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定

す
る
事
務
に
係
る
人
件
費
の
項
中「
及
び
和
歌
山
県
」

を
「
、
和
歌
山
県
及
び
徳
島
県
」
に
改
め
る
。

`

別
表
に
企
画
調
整
費
の
規
定
を
加
え
る
。

a

別
表
事
業
費
の
部
第
四
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定

す
る
事
務
に
係
る
経
費
の
項
中
「
和
歌
山
県
」
の
次

に
「
、
鳥
取
県
」
を
加
え
、
同
部
第
四
条
第
一
項
第

七
号
に
規
定
す
る
事
務
に
係
る
経
費
の
項
中
「
及
び

和
歌
山
県
」
を
「
、
和
歌
山
県
及
び
徳
島
県
」
に
改

め
る
。

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
〇
八
六

二
四
、

一
、

六

尾
本

憲
彦

四
〇
八
七

二
四
、

一
、

六

郷
原

玄
哉

四
〇
八
八

二
四
、

一
、

六

田
代

和
生

四
〇
八
九

二
四
、

一
、

六

清
野

淳
子

四
〇
九
〇

二
四
、

一
、

六

古
川

彰

四
〇
九
一

二
四
、

一
、

六

兒
玉

和
敏

四
〇
九
二

二
四
、

一
、

六

嶋
田

昌
史

四
〇
九
三

二
四
、

一
、

六

鈴
木

厚
子

四
〇
九
四

二
四
、

一
、

六

藤
本

剛
功

〇
法
務
省
告
示
第
二
十
七
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
市

長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り
扱

う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
十
一
日
か
ら
効
力

を
生
ず
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

青
森
県
青
森
市
長

〇
法
務
省
告
示
第
二
十
八
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

〇
法
務
省
告
示
第
二
十
九
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

〇
法
務
省
告
示
第
三
十
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月
五
日
法
務
省
告
示
第
三
百
九
十
三
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
十
号

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
雇
用
保
険
率
を
次
の
と
お
り
変

更
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
雇
用
保
険
率
は
、
千
分
の
十
三
・
五
（
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
率
）
と
す
る
。

一

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
二
条
第
四
項
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
事
業
（
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業

を
除
く
。）
千
分
の
十
五
・
五

二

法
第
十
二
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業

千

分
の
十
六
・
五

™
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